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   To study the changes in sexual function, especially potency in males with age, 3,389 married 
male patients who visited the urological department were inquired about their sexual behavior, and 
the following results were obtained. Sexual intercourse was performed once a week or more in 95.2 
% of those aged under 30 years, 84.2% of those aged between 30-39 years, 55.2% of those aged 
between 40-49 years, 26.3% of those aged between 50-59 years, and 10% or less of those aged 60 
years or more. Conversely, the percentage of those reporting no sexual intercourse increased with 
age, especially markedly after 50 years of age: 10% or less in those under 50 years, 21.1% in 
the 6th decade, 44.8% in the 7th decade, and 69.5% in the 8th decade. The awareness of morn-
ing erection decreased gradually with age. In those 60 years or older, the percentage of those 
without morning erection was higher than those with morning erection. The association between 
the testicular volume and potency was unclear in those under 50 years of age. However, in those 
between 50-69 years, potency tended to be reduced with the decrease in the testicular volume. 
The frequency of sexual intercourse in infertile patients with testicular dysfunction was nearly equal 
to that in those with normal testicular function. 
   The decrease in sexual activity with age appears to be complicatedly associated with sociologi-
cal and psychological factors in addition to aging. In u society where the proportion of the aged 
is increasing, evaluation from various aspects is needed. 
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緒 言
加齢に伴い,男 性の性機能が徐々に低下す るこ と





































































































































































































Total2988 681 904 463 940
べ て み る と(Table3),20歳代 で は58%が ほ と ん ど毎
朝 勃 起 を 自覚 して い た,30歳代 で も約40%が,ほ ぼ 毎 日
morningerectionを自覚 し,morningerectionを
有 しな い頻 度 は10%以下 で あ った.40歳 代 で はmorn
ingerectionを自覚 しな い 頻 度 は25.2%と,4人 に
1人程 度 とな り,加 齢Y`伴い この頻 度 は増 加 傾 向 を 示
し,50歳代 では43.2/00,60歳代 で は58.1%,70歳代 で
476.1%と,60歳代 以 降 でmorningerectionを有
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つ ぎ にmorningerectionの有 無 と性 生 活 の 関 係
を,性 交 回数 が 急 激 に 減 少 し始 め る50歳代 以 上 の 症 例
で 調べ て み る と(Fig.1),50歳代 で はmorning
erectionを有 す る群 で 性 生 活 を有 しな い頻 度 は わ ず
か セこ11.3%であ るの に 対 し,morningerectionの自
覚 の な い群 で は34.1%と高 率 で あ った.ま た60歳代 お
よび70歳以上 で も,morningcrectionの自 覚が あ る
群 に比 ぺ 無 い 群 で性 交 渉 の 頻 度 は 劣 って い る傾 向 が 認
め られ た.
3)睾 丸 容積 の加 齢 に よ る変 化 と性 交 回数 の関 係
Orchidometorを用 い て 測 定 し た 睾 丸 容 積 と 加 齢
との 関 係 を検 討 して みた(Fig.2).20歳代 で は平 均
18・3±3.38ml,30歳代 で は 平 均18.5±3.70ml,40


























































































丸容積が大 きい症例ほど頻度は高 く,特 に24ml以









































で は,若 年 時 週7回 以 上 あ る いは 週5～6回 程度 の,
頻 回 の性 生 活 を 有 す る症例 の頻 度 が 他 の 群 に 比 べ やや
高 い傾 向 が認 め られ た.つ ま り中 高 年 に な って もpo-
tencyが同年 代 の人 に 比 べ 強 い人 では,若 い 頃 のpo.
tencyもや や 強 か った こ とが 推測 され た.
2睾 丸 機 能 障 害 例 に お け る検 討
今 回性 生活 調 査 を 行 な った 対象 症 例の うち,oligO・
zoospermia症例255例,azoospermia症例123例 お
よびKlinefelter症候 群 症 例23例に つ い て 検 討 を 行
な った.
性 交 回 数 をTable4に示 した が,oligozoospermia
症 例 に お い て は,20歳代 で41.4%の症 例 が 週3回 以 上
の性 交 回 数 を有 して いた.ま た 週1～2回 の 症 例 が
53.3%aと半 数 以 上 を 占め た.30歳代 では 性 交 回 数 週3
回 以上 が29.5%,週1～2回 が59.5%であ っ た.一
方,azoospermia症例 に お い て は,20歳 代 で 週3回
以上 の性 交 回 数 を有 す る頻 度 が43.7%,週1～2回 が
50.0%であ り,30歳代 に な る と週3回 以上38,0/a,週
1～2回56.3%であ った.
これ ら 睾丸 機 能 障害 例 と睾 丸機 能 が正 常 と思 わ れ る
症例 との間 で 性 交 回 数 の比 較 を 行 な って み る と(Fig.
5),20歳代 で は 週1回 以上 の頻 度 は ほ とん ど 同 じ で
あ る が,週3回 以 上 の 頻 度 はoligozoospermia症
例 で約10%,azoospermia症例 で 約7%正 常 値 に 比
べ低 くな って い た.30歳代 で比 較 す る と,週3回 以 上
お よび週1～2回 の 頻 度 は逆 にoligozoospermia症
例 やazoospermiaで若=F多い 傾 向 が認 め られ た.さ
らに,睾 丸 容積 に つ い て み る と(Fig.6),20歳代 で
はoligozoospermial5。8±3.89ml,azoospermia
l3.4±5.07m1,Klinefelter症候 群2.8±0.96mlで












































































































































で も有 意 な 差 が認 め られ た,ま た30歳代 で も睾丸 容積






することは必然的な生理現象としてと らえ られ てい
る.妊孕能と加齢 との関係については精子数,ホ ルモ



























































































































































































































要な役割を演 じていると考えられ,加 齢 に よるpo・
tencyの衰えもホルモン学的立場から論 じられること
が多い5,6).しか し性機能低下に は内分 泌学的環境の
変化以外に,社 会生活環境,心 理状態,従 来よりの性
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